
1994年3月　北海道大学工学部建築工学科 卒業

1996年3月　北海道大学大学院工学研究科建築工学専攻修士課程 修了

1996年4月　株式会社アトリエブンク 入社

2016年4月　同社 代表取締役社長就任　現在に至る

プレゼンター  ： 菅 沼 秀 樹   　　株式会社アトリエブンク 代表取締役社長　　　　　

第 3回　 2023 年 11 月 28 日（火）  19:00－20:00
zoom

　「南幌町みどり野きた住まいるヴィレッジとまちづくり」

リレートーク

テーマ

                                                             【JCAABE リレートークのお知らせ】
JCAABE の会員サービスとして、会員の活動内容紹介のリレートークを企画しました。トークしていただいた会員
からは、次のトーク者をご紹介していただくという形で、順にリレーしていきます。1時間の中で、40分のトーク、
20分の質疑応答タイムとして会員の皆さんと活発なディスカッションができればと思っています。

■紹介文：北海道支部長の菅沼さんから北海道南幌町で建築家と工務店がコラボレーションして「クオリティ・ファー
ストの暮らし」づくりに取り組んでいる活動を紹介いただきます。社会の多様性が重要になり、高い環境性能と安全性
が求められる時代において先進的な住宅地づくりにふれることを楽しみにしています。（紹介者：石原智也）

https://us02web.zoom.us/j/85388550296?pwd=LzE3TkVWRlZvVVhpYnZZMEUvRGdIUT09

(JCAABE 正会員・北海道支部長）

ミーティング ID: 853 8855 0296
パスコード : 575601

Takeo Muraji
資料１



1971年大阪生まれ。1995年神戸大学建築学科卒業。2003年空間計画設立。
都住創内淡路町に2013年より居住。前オーナーからの依頼でリノベーション
設計を手がけたことをご縁に住み継ぐことに。職住一体の住まいを実践中。

プレゼンター  ：  荒木 公樹  　　空間計画株式会社  代表取締役　　　　　　　　　　　　

第 4 回　2024 年 2月 27 日（火）  19:00－20:00
zoom

コモンズとしての集合住宅 －コーポラティブ住宅群「都住創」シリーズを通じて

リレートーク

テーマ

【JCAABE リレートークのお知らせ】
JCAABE の会員サービスとして、会員の活動内容紹介のリレートークを企画しました。トークしていただいた会員
からは、次のトーク者をご紹介していただくという形で、順にリレーしていきます。1時間の中で、40分のトーク、
20分の質疑応答タイムとして会員の皆さんと活発なディスカッションができればと思います。

■紹介文：「都住創」シリーズは、大阪の都心部を中心に1977年から 2002年にかけて20棟・約 300区画の住宅・オ
フィス・ホール等が建設された、コーポラティブ住宅群です。都住創内淡路町に居住中の荒木さんは、世代更新が進む
都住創シリーズの調査を通じて、区分所有マンションをはじめとする都市住宅の持続性の研究に取り組まれています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（紹介者：菅沼秀樹）

https://us02web.zoom.us/j/85124617180?pwd=SjdreUxKWXVjYStnbDhQQ2pZWnY2QT09

(JCAABE 正会員・近畿支部長）

ミーティング ID: 851 2461 7180
パスコード : 988327

TOJUSO
series
1977-2002

1 2

都住創シリーズ

1. 都住創松屋町（1977 年）
2. 都住創岩井町（1978 年）
3. 都住創大手通（1978 年）
4. 都住創内平野町（1979 年）
5. 都住創うつぼ（1980 年）
6. 都住創中大江（1981 年）
7. 都住創徳井町（1982 年）
8. 都住創石町（1983 年）
9. 都住創森の宮（1984 年）
10. 都住創釣鐘町（1984 年）
11. 都住創清水谷（1985 年）
12. 都住創内淡路町（1986 年）
13. スパイヤー（1987 年）
14. 都住創北山町（1988 年）
15. トリオーネ（1989 年）
16.CASA都住創（1990 年）
17. 都住創岡山町（1991 年）
18. 都住創カレンズ（2000 年）
19. 都住創大手前（2001 年）
20. 都住創糸屋町（2002 年）

3 5 6 7

8 9 10 11 12 14

16 19 2018

13

17

4

15



プレゼンター  ：    　　   　　　　　　　　　　　　

第 5 回　2024 年 5月 21 日（火）  19:00－20:00
zoom

リレートーク

テーマ

【JCAABE リレートークのお知らせ】
JCAABE の会員サービスとして、会員の活動内容紹介のリレートークを企画しました。トークしていただいた会員
からは、次のトーク者をご紹介していただくという形で、順にリレーしていきます。1時間の中で、40分のトーク、
20分の質疑応答タイムとして会員の皆さんと活発なディスカッションができればと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

https://us02web.zoom.us/j/88040341736?pwd=VnpLYWlNamgxOTRWMnB5aWFva0h6dz09
ミーティング ID : 880 4034 1736
パスコード : 558961
会員のお知り合いの方であれば誰でも参加できます。

■紹介文：徳川家康による町割りが現代に引き継がれる駿府の城下町には、静岡大火と戦災の経験を踏まえて造られた
防火帯建築が残る呉服町、静岡駅と市街地の接点に当たる紺屋町という二つの特徴的なまちが連続する。鳥居さんは、
この二つのまちを対象として、静岡の次代を担う若手建築家とともに、人を中心に据えた将来のまちづくりの起点となる
提案づくりに取り組まれています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（紹介者：荒木公樹）

1954 年 静岡市生まれ。1979 年 東京理科大学工学部建築学科卒業。

1979 年 企業組合 針谷建築事務所 入所。1994 年 磯崎新アトリエ出向。

2002 年 企業組合 針谷建築事務所 所長。2013 年 同 理事長・所長（兼務）。2023 年より現職。

鳥居 久保 企業組合 針谷建築事務所 会長

中心市街地の再生と更新 －静岡のまちはどこへ行くのか－

(JCAABE 正会員・東海支部長）



JCAABE リレートーク 

【JCAABEリレートークのお知らせ】 

JCAABE会員の活動内容紹介のリレートークを企画しました。トークしていただいた会員から、次のトーク者

をご紹介頂くという形で、順にリレーしていきます。1時間の中で、40分のトーク、20分の質疑応答タイム

として会員の皆さんと活発なディスカッションができればと思います。 

第 6回 2024年 8月 20日（火）19：00～20：00 
ZOOM 

https://us02web.zoom.us/j/89218422707?pwd=jgNCpAVQqOcd06ycbu6ai0gFU0fvsu.1 

ミーティング ID: 892 1842 2707  

パスコード: 124778 

 

近現代建築を活用するまちづくりに向けて 

プレゼンター：鯵坂 徹 DOCOMOMO Japan代表 / 鯵坂建築研究所代表 

1957 名古屋生まれ 

1983 早稲田大学大学院理工学研究科建設工学専攻修了後、三菱地所一級建築士事務所 

2013 三菱地所設計を退社し鹿児島大学工学部建築学科教授に着任 

2023 定年退官し鯵坂建築研究所設立 

 

近現代建築はまだその価値が社会に認められにくい状況が続いており、DOCOMOMO Japan選定建築もいくつが失

われつつある。その状況に中で、近現代建築を継承していく課題と取組、問題点について解説し、使われなくなった

歴史的建造物を活用した都市計画制度を報告、今後の近現代建築を活用するまちづくりに向けて、その事例と未来に

ついて意見交換を行えればと考えます、宜しくお願い致します。 

     

 

１．保存再生をとりまく現状 解体される名建築と DOCOMOMO Japanの活動 

              地球環境から見た保存再生：長寿命化改修と廃棄物・二酸化炭素排出量について 

              鉄筋コンクリート造建築の物理的寿命 

２．保存再生と法制度    忘れられた都市計画制度 重要文化財特別型特定街区 

３．歴史的建築の保存再生デザインと歴史的建築を活用するまちづくりに向けて 

■紹介文：近代建築は歴史的建築とは異なり、一般におけるその価値の理解度が弱いこともあり、十分な議論や

検討が無い中で解体の危機が生じています。講師の鰺坂氏は、実務と学識経験をお持ちの建築家で、その意味に

ついて深堀できる良い機会になると思われます。ドコモモの活動も含めてお話しいただけるとのこと、      

皆様、是非ご参加ください。（紹介者：鳥居久保） 

 



          【2024 年度日本建築学会教育賞（教育貢献）メダル、賞状】 

 

【2023 年度日本工学教育協会、工学教育賞（業績）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 授賞式（九州大学、2024 年 9 月 4 日） 

 左から、野澤康特別顧問、連健夫代表理事、 

     松村哲志理事 

 

 

 

Takeo Muraji
資料２



JCAABEまちづくりファシリテーター養成講座実施委員会

建築系まちづくりファシリテーター養成講座の開発と実践
Development and Practice of  "Architectural Community Development Facilitator Training Course".

JCAABE Community Development Facilitator Training Committee 

2019 2020 2021 2022 2023
未
来
へ

*①「人」と「人」をつなぐ目線をもった、*②参加と協同の手法を実践できる、*③まちづくりの専門家が不足している。

まちづくりファシリテーター養成講座→広く人材を育成する流れを作ることが目的 。

○幅広い知識と提案できる専門力○提案できるコミュニケーション能力
○地域リーダーと繋がり要求に応える建築の専門性を持った人材へ

Technic  &  TheoryT T字型人材像：協働を促進する人材像

○多様な人と話ができるコミュニケーション力を持った態度A Attitude：素養（態度＋知識スキル）の育成

○「時間・距離・人」に左右されない教育方法

○学生・社会への認知に向けて　　R Recongnition：社会認知と考え方のイノベーション
○キャリアストーリーの提示

特に「時間・距離・人」に左右されない学習方法の模索について意識し、オンライン・
オンデマンドを用いたハイブリット型の授業運用や動画教材の開発を行った。

■A：建築・デザイン
12. 建築設計における参加型のデザイン

13. 参加型デザインによる実例見学 ※
14. リノベーションまちづくり概論

15. リノベーション技術・実習 ※
18. インスペクション・耐震化・不燃化概論

19. 演習※

■B：都市計画
2. 都市計画における住民参加と

ファシリテーターの役割
3. まちづくりファシリテーター

のコミュニケーション力
4. コミュニケーション技術演習※
8. 地域特性を活かす規制や法律
26. 空き家空き地活用概論
27. 事例見学※

■C：合意形成・ワークショップ
5. まちづくりの手法①
6. まちづくりの手法②
7. ワークショップ演習（KJ法・ｺﾗｰｼﾞｭ）※

■D：不動産・経営・税金
22. 建築と不動産
23. 演習※
24. 今後の不動産業、宅建士の役割
25. 演習※

■E：修復・防災・エネルギー
9. 事前復興まちづくり

10. 事前復興まちづくり演習※
11. 建築･まちづくり事例講義
16. エネルギーとまちづくり
17. エネルギーとまちづくりの実践※
20. 保存・修復とまちづくり
21. 修復実例見学※

■総合 実際のまちづくり活動等への体験学習（地域の実情で柔軟に設定） ※

■総合
1.  まちづくりファシリテーターとは何か
28. まちづくりフィールドワーク①※
29. まちづくりフィールドワーク②※
30. まちづくりフィールドワーク③※

スプリングセミナー 2023.03-
サマーセミナー 2023.08-

現在、地域における問題・課題として「空き家・空き地」「防災」「地域活性化」「福祉の充実」「人
口減少」「担い手不足」などが存在している。それらを総合的に解決、推進するためには、地域
創生を含めたまちづくり活動が大切である。行政においては、空き家対策は緊急課題であり、
地域住民と共に解決策を見出すことが求められている。これには建物だけではなく資金調達や
運営、活性化といったエリアマネージメントを含めた総合的な知識が必要である。まちづくり
には多様な立場の人が関わるため、その合意形成には専門的手法が必要となり、それを推進
するためのファシリテーターが必要であるが、それを担う人材が不足しているのが現状である。
本取り組みは、全国の専修学校・大学などの建築系コースにおいて建築をベースとしたまちづくり
ファシリテーター講座の開発と実践を行うことで住民・市民と協働できる人材育成を行うもの
である。この取り組みは、2019年度文部科学省の「専修学校による地域産業中核的人材育成
事業」に日本建築まちづくり適正支援機構（JCAABE）が申請・受託してスタートした。幅広い分野
から建築士、建築家、研究者、教育者等が集まり、事業実施委員会を設置し取り組んできた。20
21年からは各地域に根差した高等教育機関と協働し教育活動を実施し拡がりを見せている。

連　健夫　（日本建築まちづくり適正支援機構）
松村哲志　（日本工学院専門学校）
阿部俊彦　（立命館大学）
市古太郎　（東京都立大学）
今泉清太　（麻生塾麻生建築＆ﾃ゙ ｻ゙ ｲﾝ専門学校）
大倉　宏　（新潟まち遺産の会代表）
大槻一敬　（大槻企画制作事務所）
里中勝哉　（パナソニックホームズ株式会社）
鈴村大介　（大東建託株式会社）
高橋寿太郎（創造系不動産）
田中裕治　（株式会社リライト ）

西川直子　（建築ジャーナル）
仁多見透　（国際総合学園新潟工科専門学校）
野澤　康　（工学院大学）
茨田禎之　（株式会社アットカマタ）
松本　昭　（チームまちづくり）
向田良文　（デザインタック株式会社）
連勇太朗　（特定非営利法人モクチン企画）
連　洋助　（連ヨウスケアトリエ ）
山田俊之　（日本工学院専門学校）
渡邊研司　（東海大学）
北村稔和　（（株）家フリマ）

※敬称略、委員長、副委員長以外５０音順、所属は2020当時
□調査結果・考察・まとめ（抜粋）　
　・まちづくりファシリテーターは行政・企業ともに必要と回答
　・特に住民・市民と専門家をつなぐコミュニケーション力の育成が必要性
　・コミュニケーション力育成は協働する態度（Attitude）の育成が重要
　・この考え方は社会にとって重要であるが新しい考え方であり、
　　それをわかりやすく説明するためのツール、広報などが必要
　・多様な課題解決に向けてまちづくりの専門家としての幅広い知識の習得必要
　・教育を実施に対する専門家不足の現状。
　　全国各地域で実施することへの工夫の必要性 

※日本建築学会第��回建築教育シンポジウム建築教育研究論文報告集　参照

まちづくりファシリテーター人材育成のイメージ

教材の開発（シラバス、テキスト、動画教材、マニュアル、広報資料など

実践2020-　麻生建築&デザイン専門学校、
　　　　　　新潟工科専門学、日本工学院専門学校

実践_ 2022- ・修成建設専門学校 
 ・東海工業専門学校金山校　・静岡産業技術専門学校

実践_2023- （教材使用含む）
・岡山理科大学専門学校・読売理工医療福祉専門学校
　　　　　　　　　・立命館大学　・名古屋女子大学

教科書発刊(2021.09-)
文化庁文化遺産国際協力拠点交流事業
カイロ旧市街保存/住民参加のまちづくり

○社会的意義・目的と概要  「つなぐ」をテーマにした促進者の育成

○事業の経過  調査ー開発ー実践ー未来へ　段階を踏まえた人材育成

○事業実施委員会  多様な実践者・研究者・教育者 ○調査 事例調査、アンケート調査、ヒアリング調査（学校、企業、行政など）

○開発1 開発・実践に向けたPOINT

まちづくりファシリテーター養成講座事業実施委員会　
　　　2019.10-2021.03
調査：2019.11-2020.02



JCAABEまちづくりファシリテーター養成講座実施委員会

建築系まちづくりファシリテーター養成講座の開発と実践
Development and Practice of  "Architectural Community Development Facilitator Training Course".

JCAABE Community Development Facilitator Training Committee 

!

■A：建築・デザイン
12. 建築設計における参加型のデザイン

13. 参加型デザインによる実例見学 ※
14. リノベーションまちづくり概論

15. リノベーション技術・実習 ※
18. インスペクション・耐震化・不燃化概論

19. 演習※

■B：都市計画
2. 都市計画における住民参加と

ファシリテーターの役割
3. まちづくりファシリテーター

のコミュニケーション力
4. コミュニケーション技術演習※
8. 地域特性を活かす規制や法律

26. 空き家空き地活用概論
27. 事例見学※

■C：合意形成・ワークショップ
5. まちづくりの手法①
6. まちづくりの手法②
7. ワークショップ演習（KJ法・ｺﾗｰｼﾞｭ）※

■D：不動産・経営・税金
22. 建築と不動産
23. 演習※
24. 今後の不動産業、宅建士の役割
25. 演習※

■E：修復・防災・エネルギー
9. 事前復興まちづくり

10. 事前復興まちづくり演習※
11. 建築･まちづくり事例講義
16. エネルギーとまちづくり
17. エネルギーとまちづくりの実践※
20. 保存・修復とまちづくり
21. 修復実例見学※

■総合 実際のまちづくり活動等への体験学習（地域の実情で柔軟に設定） ※

■総合
1.  まちづくりファシリテーターとは何か
28. まちづくりフィールドワーク①※
29. まちづくりフィールドワーク②※
30. まちづくりフィールドワーク③※

事前
打合

キックオフ
ガイダンス 講義 実践 まとめ課題 発表会

実
践
へ

レスポンスペーパー

レスポンスペーパー
YWT シート

［大きな経験学習サイクル］
まとめ課題として
まち歩きフィールドワークを実施。
これまで積み重ねた各経験学習を
統合する形で経験学習サイクルが
回るように意識。

［小さな経験学習サイクル］
講義、実践を経験学習サイクルが
回ることを意識して実施していく

講義の担当者はJCAABEの認定まちづくり適正建築士
が行うことが義務付けられており、講座の質を担保

JCAABEホームページ参照
https://jcaabe.org/page-263/

まちづくりファシリテーター養成講座カリキュラム・シラバス
前
期
15
コ
マ

分野・領域 番号 実践 プログラム名 内容・狙い
総合 1 まちづくりファシリ

テーターとは何か
まちづくりファシリテーターの概要を
理解する

B、
都市計画

2 都市計画における住
民参加とﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰの
役割

都市計画の歴史の中での住民参加、専
門家、ファシリテーターの役割

3 まちづくりﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ
―のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力

まちづくりファシリテーターのコミュ
ニケーションスキルと実践

4 ※
WS

コミュニケーション
技術演習

ロールプレイやディベイトを通してコ
ミュニケーションのスキルを習得する

C、
合意形成
ワークシ
ョップ

5 まちづくりの手法① まちづくりの目的に応じた手法、参加対象
や募集の方法、実践スケジュールの立て方
を理解する

6 まちづくりの手法② まちづくりの具体的手法を学ぶ、自己紹
介、合意形成、街歩き、KJ法、コラージュ
の方法を理解する

7 ※
WS

ワークショップ演習
（K J法・ｺﾗｰｼﾞｭ）

KJ法、コラージュを実際に行い、プロ
セスと留意点を学ぶ

B、
都市計画

8 地域特性を活かす規
制や法律

なぜまちづくりにルールが必要なのか
を含め、地域特性を活かすルール、規
制や法律、まちづくり条例について学
ぶ

E、
修復・防
災・エネ
ルギー

9 事前復興まちづくり 事前復興まちづくり訓練、防災やフェ
ーズフリーデザインを理解する

10 ※
演習

事前復興まちづくり
演習

事前復興まちづくりワークショップの
演習

11 建築・まちづくり事
例講義

建築とまちづくりとの関係を事例を通
して学ぶ

A、
建築
デザイン

12 建築設計における参
加型のデザイン

建築設計における参加型の設計プロセ
スを事例を通して学ぶ

13 ※
見学

参加型デザインによ
る実例見学

参加型の設計プロセスによってできた事例
を訪問、見学し、利用者へのヒアリングを
含め、学ぶ

14 リノベーションまち
づくり概論

リノベーションとは何か？まちづくり
との関係、事例を通して学ぶ

15 ※
見学

リノベーション事例
見学

リノベーションの先進事例について見
学を通して学ぶ

まちづくりファシリテーター養成講座カリキュラム・シラバス
後
期
15
コ
マ

分野・領域 番号 実践 プログラム名 内容・狙い
E、
修復・防
災・エネル
ギー

16 エネルギーとまち
づくり

SDGsとまちづくりの関係、ｴﾈﾙｷﾞｰと
まちづくり、省エネ技術について学ぶ

17 ※
見学

エネルギーとまち
づくりの実践

オフグリッドの実践事例を通して、エ
ネルギーとまちづくりを捉える

A、
建築
デザイン

18 ｲﾝｽﾍﾟｸｼｮﾝ・耐震
化・不燃化概論

ｲﾝｽﾍﾟｸｼｮﾝ、耐震化と不燃化の技術、
方法、助成制度の仕組を、木造、RC
造、S造の構造別に理解する

19 ※
演習

演習 インスペクション、耐震化と不燃化の
技術を用いた演習を行う

E、
修復・防
災・エネル
ギー

20 保存・修復とまち
づくり

保存、修復とまちづくり、歴史的建築
物と近代建築の保存、指定・登録、利
活用

21 ※
見学

修復実例見学 保存、修復事例を訪問、見学する。可
能であれば関係者からの説明を受け現
状の課題を理解する

D、
不動産・
経営・税金

22 建築と不動産 建築と不動産、経営、税金について理
解する

23 ※
演習

演習 建築と不動産、経営等を捉えて、演習
を行う

24 今後の不動産業、
宅建士の役割

今後の不動産業、宅建士の役割、マイ
ナス不動産の活用を学ぶ

25 ※
演習

演習 不動産業の初歩的実務の演習を行い、
その特徴と留意点を学ぶ

B、
都市計画

26 空き家空き地活用
概論

空き家空き地の現状、問題点と課題、
その解決策、行政の対応や助成制度、
担い手について学ぶ

27 ※
見学

事例見学 空き家空き地の活用事例の見学

総合 28 ※
まち歩き

まちづくりフィー
ルドワーク実習①

まち歩きのコメントが入ったビデオを
見て、まちの読み取り方を学び、各グ
ループでまち歩きを行う

29 ※
まち歩き

まちづくりフィー
ルドワーク実習②

発表（グループ別でスマホ撮影したも
の）とディスカッション

30 ※
まち歩き

まちづくりフィー
ルドワーク実習③

提案グループ 修正版グループ

実践

実践

実践

実践

実践

実践

実践

実践

実践

実践

実践

D・コルブ　経験学習モデルより 
経験

Coccrete Experience
具体的な経験をして

自ら気づく

省察
Reflectivve observation
経験を多様な視点から
振り返りを行う

試行
Active Experimentation
新しい場面で試し概念化
を元に次の経験的試行へ

概念化
Abstract

Conceptualization
理論的な整理、他ケース
をしり概念化・持論化

892 374 374 374

)

374 374 374

374 374

I

374 374 374

まちづくり
ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ養成講座

［建築系学校］ ［OJT：まちづくりファシリテーターとして実践］

認定まちづくり適正建築士

１級建築士

まちづくりファシリテーターまちづくりファシリテーター
新 設

（講座修了者）（講座修了者）

まちづくり
ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ養成講座

青:人と人をつなぐ目線（まちづくりｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力)
本講座受講により最初からAttitudeが備わっているため
全てのOJTが住民・市民とつながる目線を持った実践へ

２年から４年（１級建築士受験資格取得）

※「登録まちづくりﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ」は１級建築士取得より
「認定まちづくり適正建築士」となる新 設

［まちづくり専門家］

JCAABE登録後まちづくりファシリテーター

4年間で講座に参加した
　　　　　　　　　学生383名　修了者289名
専門学校　８校　＋　２大学（教材使用）
　日本工学院専門学校・新潟工科専門学校
　・麻生建築&デザイン専門学校・
　東海工業専門学校金山校・修成建設専門学校・
　静岡産業技術専門学校・
　岡山理科大学専門学校・読売理工福祉専門学校
　　教材使用　立命館大学・名古屋女子大学
令和3-4年　
　文化庁文化遺産国際協力拠点交流事業
　　　　　　　　カイロ旧市街保存まちづくり

運用マニュアル掲載事項
　・育成する人材像と
     教育目的、方向性の
     ポイント 
　・シラバスと運用 
　・モデルカリキュラム 
　・web利用のポイント
　・リアルとwebの融合
            に向けて
　・web会議システムの
      利用について
　・クラス管理ツールの
         利用法
　・レスポンスペーパー
          とYWTシート
　・講義（オンデマンド）
　・反転授業について
　・実践について
　・演習の課題例
　・判定について

まちづくり人材育成のキャリアストリーを作成し公開
学び直しやキャリアップなど、未来につながるキャリアストーリーを提示

令和3-4年 文化庁文化遺産国際協力拠点交流事業
カイロ旧市街保存まちづくり/住民参加のまちづくり
https://jcaabe.org/page-2377/ 

人材育成のキャリアストーリー

T型人材増：目的を持ったコミュニケーション力。
　○幅広い知識と提案できる専門力。 
　　・ビジネスから法律に至るまでの幅広い内容。 
　○提案できるコミュニケーション能力。 
　○更なる専門家に繋ぐ能力。 
　○先行して育ちつつある社会福祉分野地域リーダーと
　　繋がり要求に応える建築の専門性を持った人材へ。

実践者・研究者・教育者による
実践的なテキスト

建築系まちづくり入門
                   /学芸出版社

スキマ時間視聴をする考えて分割して作成
スマートフォンでも見える大きさのテロップ
講義動画は基本教科書執筆者が担当

海外でのまちづくり人材育成へ社会人のキャリアアップ機会の提供受講生の広がり

まとめ課題は各教育機関の
所在地においてエリアを選定
地域特性を活かした課題
→地域への提案やつながりへ

繋がりを重視して
合同発表会をリアルとwebが
融合したハイブリットで実施。
全国の仲間がつながっていく。

実務・実際の
まちづくりへ

講義の担当者：認定まちづくり適正建築士

まちづくりファシリテーターの
意義や都市計画、まちづくりに
おいての重要性受講について
の心構えなど学習効果を高め
るための講義ガイダンスなど
学習に先立って実施
　第一回動画講義　他

実践校の状況に応じて運用
マニュアルをもとに実践校教員
とJCAABE教育推進担当が
協働して各教育機関にあった
運用でかつ、質を担保した運用
方法を作る。実施校の授業状況、
対象学生の状況などを鑑みて

講義（オンデマンド）
実践

発表会

○開発から実践へ T字型人材育成

講座実践の基本的な流れ

○未来へ

シラバス全体構成

カリキュラム・シラバス 

経験学習サイクル

テキスト 講義動画 実践課題わかり易くする工夫 実務者・研究者が作成した実践的な課題
イラスト
・漫画・動画

見学動画の工夫

擬似体験できるような構成

運用マニュアル

様々な形で繋がって実践実施

発表会に行政職員が参加

全国をwebで繋いで実施

:幅広い分野構成

:経験学習サイクル :人材育成モデル

:応用イメージ



【JCAABE まちづくりファシシリテーター養成講座、日本建築学会教育賞、工学教育賞受賞報告祝賀会 

／日常と非常時をつなぐデザインコンクールキックオフ会：2024 年 7 月 5 日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Architecture＆Machizukuri 
　Design Contest ２０２４

JCAABE建築まちづくりデザイン・コンクール2024　― 日常(いま)と非常時(もしも)をつなぐデザイン ―

本コンクールは、すべての生活環境をより安
心で優れたものとしていくために、まちづくり
において自然災害などの「非常時」に備える
だけではなく「日常」においても生活の豊かさ
に結びつくような建築・施設・物品といったハ
ードウェア、あるいは活動やシステムなどのソ
フトウェアのアイデアを広く公募し、表彰を通
して社会に発信していくことを目的とするも
のです。

これまでのまちづくりにおける「防災」が、非
常時への最も効果的な備えのために日常に
負荷をあたえるような施策になりがちであっ
たことに対して、よりゆるく、楽しく、日常も豊
かにしながら非常時にも役に立つようなアイ
デアをとりいれ、「防災」という概念自体をリ・
デザインしていこうという試みですので、既存
の概念や原則にとらわれず、自由なお考えで
積極的にご応募いただければと存じます。

 

建築まちづくりコンクール

応募締切

Tue.

最優秀賞 各部門１点/賞金10万円
作品展示会における展示
「住まいのGoodAirEXPO」発表(学生部門のみ)   
審査員賞 各部門6点/賞金3万円
作品展示会における展示
入　　賞 各部門         3点
公開審査会・作品展示会における展示

日　程

賞

公　開
審査会

日　　時     2024年10月27日 （Sun.）
学生部門    10：00~12：30　
                      12：30~13：30　懇親会
一般部門    14：00~17：00　
                      17：00~18：00　懇親会
会　　場　総合資格学院 新宿校　
            　　 東京都新宿区西新宿1-26-2　
             　　新宿野村ビル3F

主催：日本建築まちづくり適正支援機構　　共催：総合資格学院
協賛：イケガミ、三浦製材、art gallery  &Legion，日本空気保健協会　　協力：クライテリア検討会・学生実行委員会
後援：日本建築家協会、日本建築士会連合会、日本建築学会、日本住宅性能検査協会、日本不動産仲裁機構、リファイニング建築・都市再生協会、都市住宅とまちづくり研究会、知的生産者選定支援機構、チームまちづくり

HP・詳細はこちら

~

9月17日
9月30日
10月27日
11月 1日
11月21日
11月26日

応募者/作品 データ登録
一次審査結果発表
公開審査会
住まいのGoodAirEXPO
作品展示会

 

一般部門では、すでに実現し、優れた役割を果た
しているようなハードウェア(建築、広場等)やソフトウ
ェア（まちづくり活動）の事例を募集します。対象とな
る条件を厳密には定めませんので、少しでも「日常と
非常時をつなぐ」という観点でアピールできそうな事
例であればどのようなものであっても構いません

学生部門では、学生を対象に、架空のアイ
デア、構想、あるいは研究活動として実際にま
ちと関わり試みているプロジェクトなどを募集
します。「日常と非常時をつなぐ」というキーワ
ードに結び付くアイデアであれば何でも結構で
すので、自由にアグレッシブにご提案ください 

審

査

員
山本 想太郎西田 司中川 エリカ津川 恵里川島 範久泉山 塁威三井所 清典 連 健夫田中 元子岩瀬 涼子市古 太郎

一般部門 モデレーター学生部門

 https://jcaabe.org/contest2024/

Takeo Muraji
資料３





一般部門
応募資格者
以下の①～③を満たす個人や団体、自治体等。
①応募する作品、活動等のデザイン、企画、運営、マネジメントのいずれかに関わった
　者であること
②応募者を代表として本応募を行うこと、また各関係者の情報、プロジェクトの情報等
　が本コンクールを通して公開されることについて、対象物の所有者およびプロジェク
　トの各関係者の合意を得ていること
③2024 年 10 月 27 日（日）総合資格学院新宿校にて開催される公開審査会に代表者が
　現地参加できること（一次審査を通過した場合）

作品条件
プロジェクトデータはプレゼンテーションシート (PDF ファイル A3横使い 1枚 ) か、
動画、またはその両方で作成してください。
以下の①～⑥の全てを満たすことを応募作品の条件とします。
①建築・まちづくりに関する、日常と非常時をつなぐデザインであること
②すでに実現しているものであり、建築・施設・物品といったハードウェア、あるいは
　活動やシステムなどのソフトウェアのいずれか、または両方を含むこと
③提出物（プロジェクトデータ）内に以下の内容を正確に示すこと
　プロジェクト名称（施設名・活動名・システム名等）／所在地または対象エリア／完成・
　実施年／関係者（団体）概要（事業者・所有者・設計者・企画者・施工者・運営者・協力者等）
　／建造物の構造・規模等
④コンセプトやプロジェクトの全体像が、わかりやすく示されていること
⑤提出物に用いる写真や図版に他者の著作物を用いる場合は、著作権者の許可を得てい
　ること
⑥個人のプライバシーや個人情報等に配慮すること

応募方法とスケジュール
STEP 1｜応募者データ登録（2024 年 9月 17 日 23:59 まで）
ホームベージより応募者データ、作品データを登録する
STEP 2｜プロジェクトデータ提出（2024 年 9月 17 日 23:59 まで）
ホームページ）よりプロジェクトデータを提出する
一次審査提出物（以下のいずれか）
A_プレゼンテーションシート PDF ファイル A3よこ使い 1枚（10MB以内）
B_ 動画　3分以内（600MB 以内）
C_プレゼンテーションシート PDF ファイル A3よこ使い 1枚（10MB以内）
　 ＋動画　90 秒以内 (300MB 以内）
※動画のデータ形式についてはmov もしくはmp4 としてください。

登録・提出ホームページ
https://jcaabe.org/contest2024/ (QR コードを参照）
・公開審査会（一般部門）
内容：上位作品 7点の応募者によるプレゼンテーション
日時 2024 年 10 月 27 日（日）　14：00~17：00　（17：00~18：00　懇親会）
場所：総合資格学院 新宿校　（東京都新宿区西新宿 1-26-2　新宿野村ビル 3F）
・作品展示会
内容 : 一般部門、学生部門の受賞、入賞作品（各 10 点）を公開展示します
日時 :2024 年 11 月 21 日（木）～ 26 日（火）　12：00~18：00（最終日は 17：00 まで）
場所 :art gallery ＆Legion（東京都千代田区神田神保町 2-11 三橋ビル 1F）

審査員
市古太郎　東京都立大学都市環境科学研究科教授／ JCAABE 特別顧問
岩瀬涼子　建築家／岩瀬諒子設計事務所主宰／京都大学助教
田中元子　株式会社グランドレベル 代表取締役社長
三井所清典　建築家／アルセッド建築研究所主宰
連健夫　JCAABE 代表理事／建築家
山本想太郎　( モデレーター )　建築家／山本想太郎設計アトリエ／ JCAABE

本コンクールについてのご連絡先
「JCAABE 建築まちづくりデザイン・コンクール実行委員会」
一般社団法人 日本建築まちづくり適正支援機構内
〒103-0012　東京都中央区日本橋堀留町 1-11-4 日本橋吉泉第二ビル５階
電子メール　　jcaabecontest@gmail.com

学生部門
応募資格者
以下の①～③全てを満たす個人やグループ。※グループ応募の場合はメンバー全員が条件
を満たすこと
①2024 年 4月 1日の時点で、大学院、大学、短期大学、高等専門学校、専修学校（各種学校）
　の学生
②2024 年 10 月 27 日（日）総合資格学院 新宿校にて開催される公開審査会に代表者が
　現地参加できること（一次審査を通過した場合）
③2024 年 11 月 1日（金）丸の内トラストタワーにて開催される「住まいの
　GoodAirEXPO」での公開プレゼンテーションに代表者が現地参加できること（最優秀
　作品に選定された場合）

作品条件
作品データはプレゼンテーションシート (PDF ファイル A3横使い 1枚 ) か、
動画、またはその両方で作成してください。
以下の①～⑧の全てを満たすことを応募作品の条件とします。
①建築・まちづくりに関する、日常と非常時をつなぐデザイン・アイデアであること
②建築・施設・物品といったハードウェア、あるいは活動やシステムなどのソフトウェ
　アのいずれか、または両方に対する提案を含むこと
③実在する特定の場所（国内）を想定していること
④作品には必ずタイトルを付け、明記すること。またコンセプトや全体図（CGやイラスト、
　図面や模型写真等）がわかりやすく示されていること
⑤現在進行中のプロジェクトや、すでに実施したプロジェクトの応募も可
⑥提出物に用いる写真や図版に他者の著作物を用いる場合は、著作権者の許可を得てい
　ること
⑦個人のプライバシーや個人情報等に配慮すること
⑧提出シートデータ、動画データ内には、氏名や大学名など応募者が特定できる情報を
　記載しないこと

応募方法とスケジュール
STEP 1｜応募者データ登録（2024 年 9月 17 日 23:59 まで）
ホームベージより応募者データ、作品データを登録する
STEP 2｜作品データ提出（2024 年 9月 17 日 23:59 まで）
ホームページよりプロジェクトデータを提出する
一次審査提出物（以下のいずれか）
A_プレゼンテーションシート PDF ファイル A3よこ使い 1枚（10MB以内）
B_ 動画　3分以内（600MB 以内）
C_プレゼンテーションシート PDF ファイル A3よこ使い 1枚（10MB以内）
　 ＋動画　90 秒以内 (300MB 以内）
　※動画のデータ形式についてはmov もしくはmp4 としてください。

登録・提出ホームページ
https://jcaabe.org/contest2024/　(QR コードを参照）
・公開審査会（学生部門）
上位作品 7点の応募者によるプレゼンテーション
日時：2024 年 10 月 27 日（日）　10：00~12：30　（12：30~13：30　懇親会）
場所：総合資格学院 新宿校　（東京都新宿区西新宿 1-26-2　新宿野村ビル 3F）
・作品展示会
内容 : 一般部門、学生部門の受賞、入賞作品（各 10 点）を公開展示します
日時 :2024 年 11 月 21 日（木）～ 26 日（火）　12：00~18：00（最終日は 17：00 まで）
場所 :art gallery ＆Legion（東京都千代田区神田神保町 2-11 三橋ビル 1F）
・「住まいのGoodAirEXPO」における公開プレゼンテーション
最優秀賞の受賞者の公開プレゼンテーション（10 分間）とトークイベント
日時：2024 年 11 月 1日（水）　11：30 ～ 12：30　（詳細は後日調整）
場所：住まいのGoodAirEXPO 会場
（東京都千代田区丸の内 1-8-1　丸の内トラストタワー N 館 19F）

審査員
泉山塁威　日本大学理工学部建築学科准教授／一般社団法人ソトノバ Co-CEO＆Founder
川島範久　明治大学准教授／川島範久建築設計事務所代表
津川恵理　建築家／ ALTEMY 代表
中川エリカ　中川エリカ建築設計事務所代表／慶應義塾大学大学院専任講師
西田司　オンデザイン／東京理科大学准教授
山本想太郎　( モデレーター )　建築家／山本想太郎設計アトリエ／ JCAABE

※詳細について、かならずコンクールHPにある要項もご確認ください※詳細について、かならずコンクールHPにある要項をご確認ください

J C A A B E日本建築まちづくり適正支援機構は良質な建築・美しいまちづくりを目指して設立された社会課題解決型の一般社団法人です。大切
にしているのは、つなげる、です。空き家、空き地の課題や、まちづくりの課題には、人と人をつなぐと共に、建築とまちづくりをつなげる、こと
が必要です。この中で、専門家は同じ目の高さで関わり、人々の参加を推し進め、持続可能な建築まちづくりを目指すファシリテーターの役割
が求められます。当コンクールのテーマは、日常と非常時をつなぐデザインです。一般部門は既に建っている建築、現在行われているまちづく
り活動を対象とするコンクール、学生部門はアイデアコンペです。多くの参加を期待しています。
※JCAA B Eまちづくりファシリテーター養成講座20 2 4年度日本建築学会教育賞、20 2 3年度工学教育協会工学教育賞を受賞しました。
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トヨタ財団 2024年度国際助成プログラム 企画書 

 

 

 

 

1. プロジェクト見取図 

 

「課題と目的」 

建築まちづくりにおいて、アジアの共通課題は、開発事業により地域の歴史的建築物、伝統文化や生

活、コミュニティーが侵され、軋轢が生じていると共に、地域の特徴が無くなってきている現状である。

行政も開発業者と住民との間に話し合いの場を用意できず、行政と専門家と住民を繋げる専門家が存在

していないことが課題となっている。そこで、当事業の目的は、 

①開発事業のプロセスやまちづくりにおいて、住民参加の仕組みを構築すること、 

②住民と専門家と行政を繋ぐまちづくりファシリテーターの人材を養成すること、 

③JCAABEが開発した「まちづくりファシリテーター養成講座※」を日本とフィリピンで実施することに

より、国際的な展開にカスタマイズ可能にすること。 

④日本およびフィリピンにおける大都市と郊外都市でワークショップを実施することにより、開発と保

存の適切なバランスを見つけること。特に喫緊の課題であるバギオ市の開発と保存まちづくりへの対応

策を見出す。 

⑤将来の担い手である学生の参加により、人的交流、団体間及び大学間の連携を作り、持続可能性を持

たせる。 

。※2019年文科省事業を経て開発、2023年工学教育賞、2024年度日本建築学会教育賞受賞 

 

開発と保存まちづくりの調和を目指す住民参加の人材育成と JCAABE まちづくりファシリテーター 

養成講座の国際化の事業 

Takeo Muraji
申請書類／抜粋

Takeo Muraji
資料４
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「活動内容とその方法」 

【前期：調査・分析・共有】 

①プロジェクト参加者でオンラインで意見交換会を実施し、日本とフィリピンの開発と保存まちづく

りとの関係、住民参加の状況など、課題と状況を共有する。②日本の専門家・住民がフィリピン訪問、

マニラ（大都市）とバギオ（郊外）の見学と実態調査をすると共に、専門家と住民との意見交換会を実

施し、課題を共有する。特にバギオ市の現状の課題を掘り下げ共有する。③フィリピンの大学で講演を

行い、まちづくりファシリテーター養成講座を説明すると共に参加者を募る。 

【中期：相互交流と学びあい、解決策検討】 

④まちづくりファシリテーター養成講座のオンラインレクチャー１～１０を実施し、学びと共にディ

スカッションを通して交流する、これは、日本とフィリピンの相互訪問を重ねて実施することにより、

学びを活かしたワークショップ実践が可能となる。 

⑤フィリピン専門家と住民と学生が日本を訪問し、東京（大都市）と川越（郊外都市）の見学と実態調

査をすると共に、専門家と住民との意見交換会を通して相互交流を行う。学生は東京と川越のフィール

ドワーク（テーマはタカラとアラの発見）を行い、発表会を通して住民と専門家と共に、特徴と課題を

浮き彫りにする。⑥日本の専門家と学生がフィリピンを訪問、マニラ（大都市）とバギオ（郊外都市）

でフィリピンの学生と共にフィールドワーク（テーマはタカラとアラの発見）を行い、日本とフィリピ

ンの専門家と共に、発表会を通して、解決策を検討する。特にバギオ市の開発と保存のバランスの良い

まちづくりの仕組みを提案する。 

【後期：成果の発信、政策提言】 

⑦フィリピンの専門家、住民、学生が日本を訪問し、東京と川越で、日本の専門家と住民と一緒にワー

クショップを実施する。テーマは、タカラを活かして、アラを解決する提案を考える。特にバギオ市の

保存まちづくり活動の下地を作る。 

⑧オンラインシンポジウムを実施して、日本とフィリピンの専門家と住民とで提案を共有すると共に、

現実にどう落とし込むかをディスカッションする。まちづくりファシリテーター養成講座の履修者に

修了証を授与する。これは録画、編集して、日本のJCAABEのhome pageで公開し、誰でもが観ることが

できるようにする。⑨報告書を日本語と英文との併記でまとめ、双方で共有し、関係者に展開する。⑩

日本の大学とフィリピンの大学とで提携して、まちづくりファシリテーター人材養成を持続可能にす

る。※修了証は、受講者へのモチベーションになる。 

 

 

 

 

カイロで実施した「まちづくりファシリテーター養成講座」の修了証、アンケート、授与式の様子 
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4. 課題 プロジェクトで取り組む課題とその現状についてお書きください。 

アジアの都市の共通の課題は、近代化と保存まちづくりの 

バランスの欠如である。経済優先の都市開発により、昔ながら

ン街並みが無くなると共に、歴史的建築物もその価値が理解さ

れずに取り壊されている現実がある。開発業者と住民との軋轢

が様々な所で生じており、再開発賛成派と反対派によるコミュ

ニティー分断も大きな問題となっている。再開発における地下

の高騰により、今まで住んでいた住民が住むことができずにそ

こを離れるというジェントリフィケーションも問題である。 

●東京では、高度利用において様々な所で再開発が行われてお

り、昔ながらの路地のある街並も無くなりつつある。    

●郊外都市、川越市は、東京からの通勤圏でもあり、マンショ

ン建設が行われ、蔵の街を活かしたまちづくりとの軋轢を生ん

でいる。●フィリピン、マニラでは近代化における高層化とそ

の周りに生じているスラム

化が大きな問題となってい

る。スラムクリアランスに

よって住まいが無くなる住

民についての配慮を含めた

都市政策が求められてお

り、多くの矛盾を抱えてい

る。 
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（取り組む課題の背景、解決や状況の改善を妨げている要因等の分析） 

これらの課題解決に必要なのは、①まちづくりにおいて住民参加を推し進めることである。住民参加

により、住民自身が自分たちの街は自分たちで作るという当事者意識が生まれ、そのプロセスにおい

て、建築や街の価値について理解が進み、保存まちづくりが可能となる。②住民参加は、住民と行政と

専門家を繋ぐ役割としてのファシリテーターが求められるが、専門家もそのことの知識が少ない。 

JCAABE には、まちづくりに関する専門を有していると共に、文部科学省の委託事業で開発した「まち

づくりファシリテーター養成講座」があり、それによる人材育成が可能である。 
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5. 活動内容とその目的と方法 本プロジェクト期間中に予定している主な活動内容と各活動の実 

施方法・目的について説明してください。 

プロジェクトの活動内容として、前期は①現状調査として、日本側 JCAABE 関係者がフィリピンを訪

問、フィリピン側 ICOMOS関係者が日本を訪問してフィールドワークールドワーク、意見交換を実施 

中期は②まちづくりファシリテーター養成講座を日本側、フィリピン側の関係者、学生に行い、互い

に学びあう。その知識を得た上でワークショップを実施し、解決策を見出す。 
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後期：③シンポジウムを実施して解決策を共有し、成果の発信を持続可能性への道筋を作る。 

まちづくりファシリテーター養成講座のプログラムは下記を予定している。これは、日本とフィ

リピンの現状を捉えて上でカスタマイズされたものである。これを他のアジアの都市に応用する

ための展開についても話し合う。それにより、更に広がりのある、開発と保存まちづくりのバラ

ンスへの手法や判断基準を得ることが可能となる。 

 

オンラインまちづくり養成講座 まち歩きフィールドワーク（事例：カイロ） 
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6. 主たる成果と成果物、その発信方法など 成果と成果物の形態（例：印刷物・ウェブサイト・映

像等）発信の方法とその狙い、発信対象、成果発信を通じて期待できる波及効果等を記入してくださ

い。 

日本とフィリピンの専門家、住民、行政、学生がまちづくりファシリテーターの役割を理解すると共

に、そのスキルを得ることができ、実際の開発と保存まちづくり活動に活かすことが可能となる。 

（主たる成果物の形態、発信の対象および方法等） 

■報告書としてまとめ、成果を共有する。 ■リーフレット（手引書）を作成して関係者に配布 

      （漫画、イラストを用いて分かりやすく表現） 

 

 

 

 

 

 

 

 

■JCAABE のホームページで事業の記録と成果を、英文併記でア

ップし、どこからでも参照できるようにする。 

https://jcaabe.org/page-2377/ 
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（成果発信を通じて期待できる波及効果など） 

■アジアで同様の課題を抱えている都市からの要請が期待できる。要請があれば、同様の方法、

プロセスにより、開発と保存まちづくりのバランスを作り出すことが可能となる。 

 

 

7. プロジェクト終了後（3～5年）の展望および波及効果（プロジェクト対象地域以外も含む） 

 

→当事業のポイントを以下に整理する。これはアジアの共通の課題であり、他の国にも応用ができ

る。他の国でも展開することにより、人的、組織的ネットワークが生まれ連携が可能となる。 

 

 

8. 相互交流と学びあいの重要性 プロジェクトの目的達成のために相互交流と学びあいが必要な

理由を具体的にお書きください。「4.課題」「5.活動内容と目的」と内容が重複しても構いません。 

 

→相互交流と学びあいにより、双方の文化の理解に繋がると共に、自分の都市の課題や解決策を客

観的に捉えることが可能になる。また人的ネットワークが生まれ、今後の情報交換や協働活動に繋

がることができる。下記にフィリピンＩＣＯＭＯＳの当プロジェクトへの協力の手紙、及び、フィ

リピンのセント・トーマス大学からの当プロジェクトへの協力の手紙を添付する。 

下記点に留意して記入してください。 

●プロジェクト終了後の活動や成果の持続可能性、発展性、およびそれを高めるための工夫 

→JCAABEという日本の建築まちづくり活動の団体と、フィリピンICOMOSという保存まちづくり団体との 

提携により、持続可能な活動が期待できる。また大学間の連携を持つことにより、将来の担い手を育成す

ることになる。 
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<JIA建築家大会 2024別府、マンスリーオンライン企画> 

 

「銭湯で人をつなぐ活動／別府のまちづくり 
／地域を活かす建築家のファシリテーション」 

 

 建築まちづくりにおいて大切なことは地域特徴を活かすことです。別府の特徴は、何と言っても

温泉でしょう。温泉は地域の人のみならず訪問者をつなぐことになります。住民参加のまちづくり

の実践では、地域の特徴として、たから（良い点）とあら（課題や問題点）を検討し、街の方向性を見

つけ出すことがポイントですが、そこに関わる建築家には適切なファシリテーションが求められます。 

 そこで、銭湯で人をつなぐ活動をされている栗生はるか氏をお招きしてお話しいただき、  ○○

氏に別府のまちづくりについてご説明いただき、それらを手掛かりに、住民参加のまちづくりにお

ける地域を活かす建築家のファシリテーションについて考えてみたいと思います。 

●１０月１１日（金）１８：００～２０：００ 
 

●ZOOMウェビナー方式 

https://us02web.zoom.us/j/82866640968?pwd=MjskH0Zno3mhbth9RSTHdNQqFaOcYK.1 

 ミーティング ID: 828 6664 0968 

パスコード: 778361 

    

 

栗生 はるか（くりゅう はるか） 

一般社団法人せんとうとまち代表理事、文京建築会ユース代表  

早稲田大学・大学院で建築を学び、ヴェネツィアへ留学。㈱NHK アートを経て、大学で建築教育に携わる。法政大学、慶應義塾大学

SFC 非常勤講師。法政大学 江戸東京研究センター客員研究員として、都市空間とコミュニティについて研究。地域の魅力を様々な

角度から発信すると共に、銭湯と周辺地域の再生活動を展開している。空家を活用した地域サロン等も運営中。 

 

・挨拶：松島逸人（JIAまちづくり会議議長）   進行：松村哲志（建築まちづくり委員会委員長） 

・「銭湯で人をつなぐ」栗生はるか（せんとうまち代表理事） 

・「別府のまちづくり」○○○○（別府市○○○） 

・「まちづくりファシリテーターとは何か」連健夫（JCAABE代表理事） 

・鼎談 質疑応答 

・まとめ 

 

●主催：JIAまちづくり会議、建築まちづくり委員会、 ●協力：JCAABE日本建築まちづくり適正支援機構 

https://us02web.zoom.us/j/82866640968?pwd=MjskH0Zno3mhbth9RSTHdNQqFaOcYK.1
Takeo Muraji
（案）

Takeo Muraji
資料５


